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 シェイクスピアの『ヴェローナの二紳士』の 1幕 1場で、ヴェローナの紳士のひとり
であるヴァレンタインが「愛の書物」を口にする。この書物の原型は、ウェルギリウス














































第６章 「うわさ」：『ヘンリー四世・第２部』序幕の ‘Rumour’ とウェルギリウス『ア 

























シェイクスピアの『あらし』のプロスペローの台詞に ‘into thin air’ という表現が見
られる。これは「雲散霧消する」とか「跡形もなく消える」というようなときに使われ
るが、『あらし』という作品を書いていた時、シェイクスピアはあきらかに西洋の古典
であるウェルギリウス の『アエネーイス』第 4歌をふまえて ‘into thin air’ という表
現を用いている。ウェルギリウスの『アエネーイス』第 4歌に見られるラテン語表現 ‘in 


























































Sonnets）、戯曲からは『ヴェローナの二紳士』（The Two Gentlemen of Verona）、『ロ
ミオとジュリエット』（Romeo and Juliet）、『夏の夜の夢』（A Midsummer Night’s 
Dream）、『ヘンリー四世・第 2部』（King Henry Ⅳ Part 2）、『お気に召すまま』（As 




































は 「希薄な空気の中へ」、言い換えると、跡形もなく消えるという意味の ‘into thin air’ 
という表現に着目している。この言葉はごく些細な前置詞句に過ぎないのだが、廣田氏
はその中に『アエネーイス』第４歌に登場するメルクリウスという神の存在を読み取ろ




























































履歴書と研究業績表にもあるように、廣田氏の 26 年に及ぶ研究歴の間に単著 2 冊と
共著 10冊をすでに出版済みであり、英文学関連の学術論文は 16本に及ぶ。このことか
らも明らかなように、平成 5年に博士後期課程単位取得満期退学後これまで継続してエ
ネルギッシュに研究を続け、氏の研究業績は日本シェイクスピア協会、日本演劇学会、
日本比較文化学会等でこれまで高い評価を受けている。すでにエスタブリッシュされた
研究者であり、学位論文の内容に関する公開の口頭試問においても満足すべき結果を示
しているので、学位論文審査委員会は改めて学力確認のための試験は不要であると判断
した。 
 
 
 
学位授与の可否に関する意見 
 
 以上の所見により、本論文は博士（英文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
